










                                    別紙 3 

＜意見・質問等＞ 

[第 1期を振り返って]について(4～5 頁) 

・文末の段落で新型コロナウイルス感染拡大について言及され第 1 期から第 2 期への移行

期における理事長としての思いが述べられています。第 1 期を終えようとする時に生起し

たこの感染拡大が造形大の教育・研究・運営に与えた影響があったとすればどのようなこと

で、第 2期へどのように留意していかれるのか、お考えをお聞かせいただければ幸いです。 

 

＜回答＞ 

新型コロナウイルス感染拡大により、令和 2 年度の授業は約 1 カ月遅れで、すべての科

目をオンラインで開始しました。教職員の周到な準備や全学生に対する 5 万円の支援金給

付により、未経験だったオンライン授業も大きな混乱なく順調に回を重ねており、緊急事態

宣言の全国解除後は対面授業についても３密を避けながら演習・実習等で段階的に再開し

てきている現状にあります。 

 授業以外のさまざまな業務運営においても、オンラインでの会議、執務スペースの分散化、

事務職員の在宅勤務の一時導入等の対策を講じてきています。 

 次の大きな課題は入試であり、再度の感染拡大も念頭に置きながら無事遂行するための

方策を検討中です。オープンキャンパスをはじめとする志願者確保活動もオンラインを中

心に実施する方向です。本学は入学者の約 8割が県外生となっているため、今回のコロナ禍

により親元を離れることを嫌う動きが出ればマイナスの影響、過密な大都市圏よりも地方

を選択する動きが出ればプラスの影響を受けることになり、予断を許ない状況です。 

 

 今回の経験を通じて、教職員の間では、オンライン授業等を非常時における一過性の取り

組みで終えるのではなく、今後は対面授業等との効果的な組み合わせを常態化すべきとの

共通認識ができつつあります。業務全般においてリアルとバーチャルの融合を進めること

は、リスク管理のみならず働き方改革の面からも重要と考えられるため、デジタル技術とそ

れを活用したワークスタイルの積極的導入に向けて学内の意識改革や環境整備に取り組む

好機ととらえています。 

 また、コロナ後の社会経済の姿としてスマート化が急速に進むと予測される中、第 2期中

期計画で掲げた「時代の変化を見据えた教育研究組織の見直し」の必要性についても一層認

識を強くしています。この 7 月に専門のプロジェクトチームを立ち上げたところであり、教

育研究組織の見直しを令和 5 年 4 月に実施することを目指して、そのための基本方針の策

定を進めてまいります。 

 コロナ禍をきっかけに、過密な大都市圏からゆとりのある地方への分散化が個人や企業

の地域選択において現実化してくる可能性があります。こうした地方分散化のチャンスを

活かすためにも、NaDeC コンソーシアム等の産官学連携活動を強化し、地域課題の解決に具

体的成果を挙げていきたいと考えています。 


